
昨年度から、三都科研（「三都の巨大都市化と社会構造の複合化に関する基盤的研
究」）の取組みとして、近世巨大都市の周縁部への拡張が社会構造の複合化につなが
るメカニズムを解明すべく、道頓堀周辺の史料の調査・研究を進めてきた。その調査の
現状を共有するとともに、現時点での研究成果を紹介し、中間総括と今後の研究の方
向性をめぐって議論することを企画した。
さらに、世界史的な視野から巨大都市の比較史を進めるべく、史料の残り方と社会の
特質という視点から上海の事例を参照し、また日仏近世史における比較史の蓄積のな
かに、今後の課題を探りたい。
多くの方々のご参加を心よりお待ちしております。

国際円座

近世・近代巨大都市の比較史
―史料と社会―

日時： 2018年1月20日（土）・21日（日）
会場：大阪市立大学杉本キャンパス経済学部棟2階第4会議室

プログラム
◎1月20日（土）13:00～17:00

趣旨説明 塚田孝

◆セッションⅠ 大坂・道頓堀「地帯」の史料と社会（13:10～17:00）
報告：吉元加奈美（大阪市立大学都市研究プラザ）

「成舞家文書・橘屋文書調査の紹介」
報告：塚田 孝（大阪市立大学）「道頓堀の芝居地・垣外・墓所」
報告：神田由築（お茶の水女子大学）「明治期大阪役者の出稼」
コメント：吉田伸之（飯田市歴史研究所）

◎ 1月21日（日） 9:30～17:00 

◆セッションⅡ 上海都市史研究における史料と社会（9:30～12:30）
報告：馬学強（上海社会科学院）

「新史料・新視野 上海都市史研究の現状とその展望」
コメント①：張 智慧（上海大学）
コメント②：佐賀 朝（大阪市立大学）

◆ セッションⅢ 日仏近世社会史研究交流の“これまで”と“これから” （14:00～17:00）
―フランソワ＝ジョセフ・ルッジウ氏（パリ第四大学）の提起を受けて―

コメント①：高澤紀恵（国際基督教大学）
コメント②：ギョーム・カレ（フランス社会科学高等研究院）
コメント③：後藤雅知（立教大学）

主催：三都研究会・日仏二国間研究交流事業
頭脳循環プログラム「周縁的社会集団と近代」

共催：近世大坂研究会・都市文化研究センター・都市研究プラザ都市論ユニット
※三都研究会は「三都の巨大都市化と社会構造の複合化に関する基盤的研究」
（科学研究費補助金・基盤研究（B）16H03478）によるものです。


